　　　　　　　　2020年度事業計画
〔１〕事業活動の方針

障害のある人もない人も、共に生き、共に働くことができる場の運営、及び、一般社会への働きかけを通して、障害のある人もない人も、共に生き、共に働くことができる社会の実現を目指します。
〔２〕特定非営利活動に係わる事業の実施に関する事項

（１）理事会

年10回開催予定。出来るだけ多くの人の参加をお願いします。

課題　引き続き、今後の5年・10年の方向性の議論が必要　　　

（２）会員　　　　

＊目標　正会員　25名　　賛助会員150名　計155名
　　引き続き会員の拡大に努めます。認定ＮＰＯ法人の維持の為でもありますが、活動の支援者を増やす意味と収入増の意味合いもあります。

　認定の有効期間は2023年1月31日まで。更新申請は、2022年の総会が終わってから8月ごろに行うことになります。　

　しかし、認定になったからといって寄附金がすぐ増えるわけではありません。「認定」になっているという「営業」もする必要があります。　

　（３）会報「麦の穂」の発行
　年4回発行　　5月　　　9月　　　12月　　3月　　　発行部数250部
　　　情報の発信と共に会員の拡大に一番重要なものです。

随時原稿募集を行います。
　　　課題　編集担当　印刷　　　
（４）サポーター会員　　70名を目標　　

　　コッペを含む福祉事業所の製品のお届けをしています。会費は月2,000円。現在の全体の会員は125名。そのうちコッペは60名、年間でいうと120万強の売上になっています。作業的にも定期的に注文が見込めるため、大きな収入源の一つです。プラス200円の会費で発送も可能です。普段なかなか買いに来れないけど応援したいという方などに是非お勧めして下さい。
（５）就労継続支援Ｂ型事業所「コッペ」の運営　　　　　　　　
＊週５日　年間250日以上開設

＊パン・クッキー等の製造販売活動を通じて、障害者の社会参加の実践を図る。

＊パン・クッキー等の製造販売活動を通じて、健常者の福祉に対する理解の向上を図る。

＊従事者の予定人数　延べ1,700人

受益対象者の範囲及び予定人数　　障害のある人　延べ3,800人

＊ボランティア・実習生・見学者の受け入れ（随時）

＊地域への宣伝活動　　コッペショップを活用　
　　セールの他、定期的にチラシ入れを行う。　　　
　　＊売り上げ目標　　販売収入　20,000,000／年　　小売収入　1,800,000／年

　　　コロナウィルスの感染拡大を受け、区役所販売等、多くの販売の機会が減少しています。現在の状況がすぐに改善するとは思えません。土日のイベント販売の開催も今後どうなるか不明です。自主イベントとして福の市を継続していますが、カバーするにはいたりません。
　　　「ハチコロ」についても、ハチさんのお店そのものが休業やテイクアウトのみになったりとしばらく受注はない状態です。
営業も難しい状況ですが、新しい取引先として県北を中心に店舗を展開するおてん
とさんの3店舗でクッキーの委託販売が新しく始まりました。　　
お楽しみパン会員は、現在25人となっています。1,000円から（800円の場合は
二人から）配達をします。こちらも心当たりにお声掛けをお願いします。
　　　それこそ今の時期だからこそ、サポーター・お楽しみパンといった宅配の良さを
宣伝していければと思います。
　　　また、福祉のアンテナショップ「エフブンノイチ」は2月に錦町に移転してオー
プンしています。順調な滑り出しでしたが、コロナの影響を受け現状での売り上げ
は低迷しています。
　いずれにしても売り上げの減少は避けられない状況です。
　　　　
＊訓練等給付費　　年間　29,000,000／年

2018年度より報酬改定がありました。就労継続支援Ｂ型は、平均工賃に応じた基本単価が設定されました。それに伴う現在のコッペの報酬単価は以下の通りです。

基本単位数　649単位。目標工賃達成指導員配置加算　89単位。合計738単位。。この合計単価に、約10を掛けた7,380円が、障害メンバーが出席した一日当た
りの給付費になります。

　　現在の在籍は、20名ですが、一日当たりの平均では、14.5人となる見込みです。増員することもまだ可能ですが、売り上げが上がらないと平均工賃が下がることになります。上述した通り、平均工賃に応じた基本単価になっていますので、平均工賃が下ると基本単価が下がることにもなりかねません。

　　　　財政状況とそのあたりも考慮しながら増員についても検討したいと思います。
　　
　　＊工賃について
　　　　売り上げの減少が見込まれることと、ここ2年間の収支をふまえると工賃の引き下げも検討しなければならない状況です。予算では3割削減の数字を提示してあります。コッペが大事にしてきたことを崩すことでもあります。4月・5月の売り上げを見ながら判断していければと思います。
　　＊感染予防について
　　　　少しでも感染の確率を減らすため、公共交通機関を利用している人に対してできる範囲で送迎をしています。あくまで緊急の対策としてですが、課題となっている送迎の可能性がどれだけあるのか、今後の検討材料にもしていければと思います。
　　　　他の福祉事業所では利用の自粛・在宅就労への移行を行っているところもあります。

コッペは普段から食品製造の観点から、マスクの着用・手洗いの徹底はしています。ですので、コッペの内部での感染の率は低いと考えています。製造の現場でもあり在宅就労はなじみなせん。
感染予防に気をつけながら、引き続き通常営業を続けていきたいと思います。
ただ現在の状況ではだれが感染してもおかしくないと思われます。感染した方があった場合は、14日間休業することになると思います。

　　　　

（６）ボランティア等の受け入れ
現在のところ「高校生の夏ボラ体験」について連絡はありません。中学生の職場体
験についても不明です。依頼があった時には同様に受け入れたいと思います。
（７）レクレーション
1泊旅行について　9月11日（金）12日（土）　ハイルザーム栗駒（予定）
いちえさん食事会＆カラオケ

楽天招待
（８）ＮＰＯ法人フルハウスとの連携　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　今後もフリースペースソレイとともに、フルハウス事業を進めていきます。

＊改めて確認すると、障害者総合支援法の下では、フルハウスとして二つの小規模多機能施設を運営していることになります。図式すると以下の通りです。
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なお、フルハウスの総会は５月30日（土）。ソレイユにて行います。こちらにもできるだけ参加して欲しいですし、フルハウスの会員にもなっていただきたいと思います（年会費1000円）。
〔３〕生活支援について　　　
グループホームでの生活を続けているＭさんの支援を通して麦の会としての方向性
を検討していきます。また、ソレイユでは新たにグループホームを立ち上げる予定です。
移動支援など活用できる社会資源を利用して生活の幅を広げることができるよう支
援していきます。
〔４〕他団体との連携
　今年もまた他の障害者団体と連携して活動を行っていきます。

　　　
（１）共同連全国大会　　2021年2月20日（土）21日（日）大阪市

　できるだけ多くの人で参加したいと思います。

（２）みやぎアピール大行動

　9月6日（日）開催。元寺小路教会　講師　参議院議員　木村　英子さん
＊変更あり
　　（３）わくわく音楽会　未定
　　　　

　　　　　　
ＮＰＯ法人　フルハウス





フリースペースソレイユ


　就労継続支援Ｂ型　32名


　生活介護　　　　　8名


　　　　　　　　　計40名


　グループホーム　5名（男子）


　グループホーム　増設








コッペ


就労継続支援Ｂ型


　20名
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